
都
城
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
華
や
か
に
開
幕
。基
調
講
演

で
は
大
阪
産
業
大
学
工
学
部
の
波は

床と
こ

正
敏
教
授
が
登
壇
し
、
新
幹
線

が
産
業
や
観
光
に
も
た
ら
す
大
き

な
効
果
を
解
説
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
田
代
剛ご

う

さ
ん
を
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
に
迎
え「
新
幹
線
が
地

域
に
も
た
ら
す
も
の
」
と
題
し
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開

催
。河
野
俊
嗣
宮
崎
県
知
事
、
藤

本
徳
昭
鹿
児
島
県
副
知
事
、
宮
崎

大
学
地
域
資
源
創
成
学
部
３
年
の

鬼
塚
卓
音
さ
ん
、
池
田
市
長
が
登

壇
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら「
新

幹
線
の
あ
る
未
来
」
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。 

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
よ

り
、
博
多
～
鹿
児
島
中
央
間
が
１

時
間
16
分
に
短
縮
さ
れ
、
関
西
な

ど
か
ら
の
人
流
が
２
倍
以
上
に
増

大
。懸
念
さ
れ
た
ス
ト
ロ
ー
効
果

も
見
ら
れ
ず
、
確
か
な
効
果
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。一
方
で
効
果
が

十
分
行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
も

あ
る
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
。宮

崎
と
鹿
児
島
が
結
ば
れ
る
と
２
つ

の
空
港
を
絡
め
た
観
光
な
ど
も
広

が
る
た
め
、
宮
崎
と
一
緒
に
頑
張

る
姿
勢
で
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

南
九
州
全
体
の
発
展
を
見
据
え

た
と
き
、
最
善
と
な
る
の
は「
鹿

児
島
中
央
ル
ー
ト
」。鹿
児
島
市
・

霧
島
市
・
都
城
市
・
宮
崎
市
の
主

要
４
都
市
を
直
結
し
、
そ
の
鍵
と

な
る
の
が「
鹿
児
島
空
港
を
通
す

こ
と
」
で
す
。こ
の
４
拠
点
を
結

ぶ「
南
九
州
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」

が
実
現
す
れ
ば
各
駅
間
は
約
10
分

で
結
ば
れ
、
両
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
や
都
城
の
ハ
ブ
化
、
周
遊

観
光
や
輸
送
、
大
災
害
時
の
代
替

路
と
し
て
も
極
め
て
重
要
な
ル
ー

ト
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ

受
験
時
に
岡
山
ま
で
車
で
８
時

間
か
か
っ
た
経
験
か
ら
、
新
幹
線

は
若
者
の
進
路
や
選
択
肢
を
大
き

く
広
げ
る
と
感
じ
ま
す
。県
全
体

に
効
果
を
波
及
さ
せ
る
二
次
交
通

の
充
実
や
、
県
外
で
学
ん
だ
若
者

が
戻
り
た
く
な
る
受
け
皿
づ
く
り

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
幹
線
は
通
す
だ
け
で
自
然
に

発
展
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。か
つ
て
都
城
志
布
志
道
路
の

開
通
効
果
を
見
据
え
て
、
池
田
市

長
が
工
業
団
地
を
整
備
し
企
業
誘

致
に
成
功
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
フ

ラ
と
将
来
の
都
市
計
画
を
一
体
で

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。今
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
経
て
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
担
う
若
い
世
代
の

皆
さ
ん
が
将
来
に
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち
、
こ
の
地
域
を
ど

う
し
て
い
く
か
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

藤
本 

徳
昭　
鹿
児
島
県
副
知
事

池
田 

宜た
か

永ひ
さ 　

都
城
市
長

鬼
塚 

卓
音
さ
ん 

河
野 

俊
嗣 　
宮
崎
県
知
事

開
幕
・
基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

全
体
統
括

み
や
ざ
き
の
新
幹
線
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
㏌
都
城
が
開
催

８
月
28
日
㈮
に
開
催
さ
れ
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
約
５
６
０
人
の
市
民
ら
が
集
い
ま
し
た
。
今

回
は
、
新
幹
線
が
も
た
ら
す
未
来
へ
の
期
待
と
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
に
加
え
、
本

市
が
考
え
る
南
九
州
全
体
に
と
っ
て
の
最
善
ル
ー
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課　
☎
23
－
７
１
６
１

宮
崎
・
鹿
児
島
両
県
の
人
口
上

位
２
都
市（
宮
崎
市
・
都
城
市
／

鹿
児
島
市
・
霧
島
市
、
計
約
１
３

０
万
人
）
を
直
結
す
る
ル
ー
ト
上

に「
鹿
児
島
空
港
駅
」
を
設
置
す

る
こ
と
が
、
南
九
州
全
体
の
効
果

を
最
大
化
さ
せ
る
鍵
。鹿
児
島
市

か
ら
約
10
分
、
宮
崎
市
か
ら
も
約

20
分
で
鹿
児
島
空
港
に
ア
ク
セ
ス

で
き
、
沿
線
全
体
に
劇
的
な
利
便

性
を
も
た
ら
し
ま
す
。

宮
崎
・
鹿
児
島
の
両
空
港
が
約

20
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
で
、
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
の
周
遊
性
が
飛

躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。さ
ら
に
、

物
流
や
災
害
時
の
代
替
路
と
し
て

も
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。 

本
市
か
ら
両
空
港
へ
わ
ず
か
約

10
分
で
直
結
。進
学
や
通
勤
、
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
の
選
択
肢
が
格
段
に

広
が
り
、
本
市
が
持
つ
地
の
利
を

最
大
限
に
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

な
ぜ「
鹿
児
島
空
港
」を
通

す
の
か
？

POINT
１

２
つ
の
空
港
直
結
で
広
が

る
可
能
性

POINT
２

都
城
市
が
南
九
州
の
結
節
点

（
ハ
ブ
）へ

POINT
３

鹿児島空港
（霧島市）

鹿児島中央駅
（鹿児島市）

都城駅
（都城市）

宮崎ブーゲンビリア空港
（宮崎市）

約10分約10分
約10分

本市の考える最善ルート（独自調査）
～南九州主要４都市を直結する南九州ゴールデンルート～

◎都城市のメリット　
　・鹿児島空港～都城市～宮崎ブーゲンビリア空港　両空港へ約10分
　・南九州の結節点（ハブ）として、さらなる地の利の拡大
　※鹿児島中央駅まで約20分
◎宮崎市のメリット
　・宮崎市～鹿児島空港　約100分⇒約20分
　・宮崎ブーゲンビリア空港に加え、鹿児島空港も選択肢に！
◎鹿児島市のメリット　
　・鹿児島中央駅～鹿児島空港　約40分⇒約10分
　・利便性の大幅向上・渋滞解消！
◎霧島市のメリット
　・鹿児島空港～鹿児島中央駅　約40分⇒約10分
　・圧倒的アクセス・空と陸の発着拠点！

※イラストはイメージです
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